
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

旅立ちの幸福 

 フォーラムだよりが終刊となります。わたしの書いてきた『風に聞く』も、この１０回目で最後です。 

  

はじめは「死生学」という言葉に馴染みがありませんでした。哲学の一種だろうか。それとも倫理学？ まさか医学

ではあるまい。そう感じて、わたしは放送大学で出している『死生学のフィールド』（NHK 出版）という本を読んでみ

ました。すると、宗教と命の選別、高齢者のフレイルや臨床倫理、尊厳死など、今日的な話題が多く見つかりました。 

 その話題と繋がって、わたしの感性にぴったりきたのが医療人類学でした。わたしはアフリカの森でサルを調べる

内に、ピグミーと呼ばれる狩猟採集民と仲良くなりました。そこでできた友人に会うために森には何度も通いました

が、自分で医療人類学の調査に行ったことはありませんでした。しかし、そこでは誰かしらが病気になり、誰かしらが

死に、誰かしらが生まれています。アフリカの日常の風景です。そのような経験から、わたしは知らず知らずのうちに

医療人類学的なものに馴染んでいったのです。 

 ロバート・F・マーフィーという人類学者が書いた『ボディ・サイレント』（平凡社ライブラリー）は有名です。フィール

ド・ワーカーであったマーフィーは、脊椎にできた腫瘍によって身体が少しずつ動かなくなります。しかし、身体が動

かなくなるという「新たな経験」とそこで得た周りの人びととの新たな関係は、人類学者にとっては得がたい「豊穣

の原野」になったのです。そういった日常の経験を人類学的に書き留めた、まさにフィールド・ノートに論考を付け足

した書物が『ボディ・サイレント』でした。 

 わたしは言葉は聞こえるのに理解ができない聴覚失認者、今風の言葉に直せば聴覚情報処理障害者の皆さんにお

願いして、さまざまな疑問をうかがい、教えてもらいました。これも新たなフィールド、つまり、わたしにとっては「形

を変えた〈熱帯林〉」であったような気がします。 

 １０年以上も前に読んだので、正確にどうおっしゃったのかは忘れてしまったのですが、死の直前、マーフィーさん

は奥さんのヨランダさんに向かって「少し疲れたよ」と言って微笑んだそうです。人生の価値は他者には諮（はか）れ

ない。マーフィーさんは、ずっとエネルギーを発散し続けていたのだけれど、そのような人生の最後に「少し疲れたよ」

と微笑んで死んでいった。マーフィーさんは本の中で「過去の人生はすべてこの現在へ向けてのリハーサルだったの

ではないか」とも語っています。「過去の人生」は現在の生き方に凝縮されています。マーフィーさんの精一杯駆け抜

けた人生は幸せだったに違いありません。 

 

 

 
  

 

フォーラムだより 

三谷雅純の 「風に聞く」⑩ 

 

 

 

 

三谷雅純（みたに・まさずみ）さんプロフィール 1954 年生まれ。 京都大学大学院理学研究科修了。理学博士。兵

庫県立大学 自然・環境科学研究所 客員教授。 著書に 『ンドキの森 ―アフリカ 最後 の原生林 ―』 （どうぶつ

社），『ヒトは人の はじまり ー霊長類学の窓― 』（毎日新聞社） 近著に『〈障害者〉として社会に参加する』（春風社）。 

 

イラスト／奥田秋穂 

１ 

 

 

発行／フォーラム友の会 

URL/ici2021.starfree.jp 

メール ici.uemura2010@gmail.com 

 

 

 

 

 

 エラー! ハイパーリンクの参照に
誤りがあります。 
 

機関紙「フォーラムだより」の最終号です。想像文化研究組織の「想文研だより」から引継いで、コロナ禍でリアルな活動が制

限される中、年３回に発行回数を増やしお届けしてきました。 ７年間のご愛読ありがとうございました。 （ スタッフ一同） 

No.１０（最終号） ２０２２年 ７月 

 

No.１０ 20２２年 ７月 
 


